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⑳　CGに支援された影像処理システムの構築と応用

研究目的

　影像からの情報抽出法の確立と応用は、コンピュ

ータ・ビジョン（CV）の中心テーマである。　CV

では、演繹法的手法の限界が叫ばれ、モデル化によ

らずエージェントの競合・強調処理を基本とする帰

納法へのパラダイム・シフトが試みられている。C

V研究の歴史は長いが、工業的な応用研究事例の提

案は最近のことである。本研究ではCG技術の支援

を前提に、1）演繹的な手法の延長による高精度科

学計測法の確立、2）帰納法的アプローチの導入に

よる研究の新犀開、および3）操作牲・対言刮生に優

れたユーザ環境の構築等を進め、山口大学独自の影

像処理システムの開発を目指す。

研究成果

　本年度の研究成果とその概要を以下に述べる。

1）微粒子の粒径計測

　顕微鏡下でのサブミクロンの微粒子のブラウン運

動を捉えた画像から、動画像処理によりブラウン運

動の変位スペクトルを解析し、真の粒径を得るアル

ゴリズムを提案した。現在、顕微鏡の焦点から離れ

た粒子の影響をモデル化し、CG画像の作成を通し

て我々の提案手法の拡張を進めている。粒径分布の

計測法の確立を目標としている。

2）繊維配向の3次元計測

　繊維強化プラスチックの超音波顕微鏡画像から繊

維それぞれの3次元位置を計測し、観察面における

繊維分布を計測する手法を提案した。提案手法は、

各繊維の干渉縞をグループ化し、グループの特徴か

ら3次元の配向パラメータである伏角、方位角、お

よび表面と繊維の交点が求めたのち、それぞれの繊

維の3次元配向を求め、観測面の配向分布を求める。

CGとの連動により、プラスチック内の繊維の配向

が3次元的に観察可能となる。
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3）並列画像推論システム

　画像特徴の抽出と空間推論の機能を備えた画像オ

ブジェクトを導入し、時系列画像から抽出された輪

郭をもとに並列に空間的配置を推論する手法を提案

した。同一物体性が高ければ大まかに観測するため

にオブジェクトを統合し、低ければ詳細に観測する

ため分割する。これにより、特徴の抽出に応じた空

間配置の推論および空間配置の推論に応じた特徴の

抽出が可能となった。

4）手書き文字認識システム

　手書き文字認識技術は、郵便番号自動仕分け装置

に見られるように産業的に高い需要がある。しかし、

人間が書く文字の形状と計算機に予め登録されてい

る標準文字の形状とは必ずしも一致しないために、

高精度な認識を実現することは未だ困難な問題であ

る。本研究では、筆記者の個人性等から生ずる手書

き文字の形状の変動を標準文字からの変形として捉

え、事前に変形を抽出することで認識1生能の向上を

試みた。

5）アイコンを用いた対話によるデータ検索

　アイコンの直接操作と試行錯誤によるデータ検索

方式を開発した。柔軟性と拡張性を実現するために

データグループの概念を導入した。システムは、グ

ループ内データの共通属性を抽出し、それに基づき

データベース検索を実行する。さらにグループ相互

の関連性を抽出し、関連図を提示することで、ユー

ザがデータ集合に内在する構造の把握することを支

援する。将来は画像データへの対応と画像処理機能

の追加を目指す。

6）画像処理のためのグループウェアの研究

　グループ作業の管理と自動化にワークフローモデ

ルの応用を試みた．ワークフローモデルに基づいて

グループ作業を手続きとして記述し、それに従って

グループ作業の管理と自動化を行なった。グループ
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作業では、担当者（あるいは、適切な処理）の不在

等により手続きを変更しなければならない場合が生

じる。この問題を解決するためグループ作業の手続

きを変更する機構を検討した。さらに、ペトリネッ

トモデルとオブジェクト指向モデルを組み合わせて

グループ作業の手続きを部品化し変更する手法を開

発した。

産業技術への貢献

　画像・影像処理技術は、非破壊検査、非接触な計

測、遠隔監視、物体識別・認識など産業界の広い範

囲で応用できる。本研究の成果は前述のようにそれ

ぞれ直接あるいは間接に産業応用が期待できるもの

である。また研究発表8）は時系列画像をもとに心

臓の運動解析など医療分野への応用が期待できる。

　本研究で目指す影像処理システムは、処理と連動

した結果のCG表示ばかりでなく、　CGを援用して

構築したモデルや仮定に基づく処理、CGとの対話

による処理の柔軟な構成や処理結果の整理統合・検

索をも可能にするものと考えている。
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